
高松市生涯学習センター遊友塾開催事業『おはなしコンサート』 

（平成 27年 3月 28日（土）高松市生涯学習センター多目的ホール） 

 

散歩道朗読会による「おはなしコンサート」を開催しました。 

           

第一部は、三豊市粟島にある【漂流郵便局】に届いた手紙をスライドとともにピアノにのせ朗読。

また、特別出演：高木一子さんによる【高松空襲の思い出】「雀、目玉焼き、乳母車」の朗読、そ

して、【サトウハチローの詩と歌】。 

                               

 

第二部では、【藤沢周平の竹光始末】を尺八の音色にのせ朗読劇で楽しんでいただきました。 

            

最後は、毎年このステージを楽しみに一生懸命練習して下さっている【のぞみ園生の皆さんの手

話コーラス】です。 

 

§ いつかのどこかのだれか宛、届け先のわからないそんな手紙を受け付ける、たった一つの「郵

便局」。手紙の内容には共感された方も多いのではないでしょうか。 

 

また、今年は戦後 70年、戦争を知る人がどんどん少なくなってきている中、戦争を語り継

ぐということで、「高木一子さんのお話」は意義深いものがあったと思われます。       

「竹光始末」は、直木賞作家藤沢周平の世界を尺八の音色とともに存分に味わっていただけ

たと思います。 

 

また来年も見に来たいと言うお客様の言葉を励みに、よりよい構成と心に届く朗読ができる

よう努力して参りたいと思います。 


